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１．はじめに

2013 年 9 月 14 日～ 16 日に仙台市科学館で行われた

「地質情報展 2013 みやぎ」において，砂絵を利用した地

学教材を公開しました．本教材は地質図の読み方や，地質

と地形との関係について理解を促すために開発したもの

で，博物館やジオパーク等でのイベントにて使用していま

す（芝原ほか，2013）．今回は砂絵教材シリーズの第二弾

として，蔵王周辺の地質図を表した砂絵教材「蔵王見たま

ま砂絵で地質図」（第１図）を公開しましたのでご報告し

ます．

芝原暁彦１）・吉田清香１）・及川輝樹２）・伴　雅雄３）

百目鬼洋平４）・宮内　渉１）・住田達哉１）

２．砂絵教材の概要と使用方法

　この砂絵教材はシール用紙に蔵王の立体地質図が印刷さ

れており，各岩体部分のシールをそれぞれ用紙から独立し

て剥がせるようになっています．シールを剥がすと下の台

紙部分に塗られた糊が露出するため，ここに色砂を撒けば

簡単に地質図の砂絵が完成します．さらに地質図の凡例部

分にも同じように砂を撒けるため，岩体と凡例の砂を統一

させることが可能で，地図や地質図の読み方を工作しなが

ら学べるという仕組みになっています．工作に要する時間

は 15 ～ 20 分程度です．

第 1図　砂絵教材の図案．
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　立体地質図の作成には ESRI（株）製 ArcGIS およびフリー

ウェア「カシミール」を使用しています．通常であれば

5m もしくは 10m メッシュで造型した地形モデル上に地

質図をテクスチャマッピングし，このモデルを地面からの

見上げ図に加工することで，実際の山体と教材とを見比べ

て理解を深めることができるように配慮しています．しか

しながら今回は蔵王の御
お か ま

釜（火口湖）周辺の地質を描画す

るため，3D 地質図を新たに作り起こしました．地質図は

蔵王連峰の中でも標高が最も高い場所にある御釜を，南南

西にある刈田岳から見下ろす構図としました．今回の地質

情報展において，この砂絵は 3 日間（初日と 3 日目は半

日ずつの正味 2 日間）で約 400 部が使用されました．

３．砂絵と精密立体地質模型を用いたバーチャルジオツアー

　砂絵の会場では，会場入り口付近において，体験者 10

名程度ずつに，砂絵シートと実際の噴出物を用いた蔵王火

山の解説をすることから始めました．まず砂絵シートを見

せながら，「この風景はどこかわかりますか？」と問いか

けるのですが，ほぼ全ての大人と半数程度の子供たちが，

「蔵王の御釜」であると答えてくれます．次に「地質図は

ご存知ですか？」と問いかけるのですが，老若男女問わず

ほとんどの方が知らないと返事を返してきます．それを取

りかかりとして，蔵王火山の歴史と噴出物の説明を行い，

「どの時代のどういう噴出物がどこに分布しているのかを

示す地図が地質図です」と説明すると多くの方が納得して

下さいました．途中，蔵王火山の 10 万年の歴史を地球の

歴史と比較して，蔵王の噴火は地質の世界ではごく最近に

始まった出来事であることなどを説明し，実際に噴出物を

触ってもらい，その軽さを実感してもらうと体験者から驚

きの反応がありました．説明の最後に，地質図では地図の

色と凡例の色とを統一することが重要で，砂絵を作る際も

気を付けるよう注意を促します．こうした解説は，砂絵作

成の際，地球科学的説明を極力省き，砂絵作成に集中する

ことで時間効率を上げ，また砂絵作成までの待ち時間を有

意義に過ごしていただくために有効でした．

　砂絵作成では，4 つのテーブルで 3 ～ 4 名ずつ並行し

て作業を進めていきます．各テーブルについた指導員の指

示の下，自由な配色で色とりどりの砂絵地質図を作成して

いただきました（第 2 図）．

　完成後は，本来であれば砂絵地質図を手にしながら現地

で実物の御釜を観察するのが最も適した利用方法ではあり

ますが，会場の立地条件的に困難であったため，蔵王周辺

第２図　�砂絵教材を用いた指導の様子．児童が右手に持つ筆は，余
分な砂を除去するのに使用する．

第 3図　�蔵王周辺の精密立体地質模型（上：投影前，下：シーム
レス地質図の投影）．

の精密立体地質模型（第 3 図）を使用したバーチャルジ

オツアーを行いました（第 4 図）．この模型は 10m メッシュ

DEM と三次元造型機を使用して作成した地形模型に，シー

ムレス地質図をプロジェクションマッピングしたものです

（芝原，2013）．この模型と砂絵とを見比べながら地質と

地形との関わりについて解説を行いました．蔵王は，江戸

時代以降に，何度も噴火に伴って御釜からの水があふれ出

しました．そのため噴火と同時に洪水が発生し，火口から
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遠く離れた地域においても災害を引き起こしています．立

体模型を用いた観察を行うことによって，こういった災害

と地質・地形との関連についても理解を深めていただきま

した．

４．今後の方針

　今回作成した砂絵教材は，「筑波山見たまま砂絵で地質

図」に続く砂絵教材シリーズの第二弾となります．今後は

全国の博物館やジオパークでも活用できるよう，技術協力

を進める予定です．また一度砂絵教材を作成した地域につ

いても，別視点からのアングルのものを作成するなど，同

一地域でのバリエーションを持たせ，周辺各自治体での利

用を促進する予定です．
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に引き続き，砂絵の台紙となるラベル用紙の選定や，台紙

を浅くカットするための工具の選定および調整など，技術

的なサポートをいただきました．さらに「カシミール 3D」

の作者である杉本智彦氏には，同ソフトウェアの使用につ

いてご快諾いただきました．以上の方々にこの場をお借り

して深謝申し上げます．
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